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日
本
の
植
民
地
行
政
機
関
で
あ
る
樺
太
民
政
署
（
一
九
○
五
～
一
九
○
七
年
）
樺
太
庁
（
一
九
○
七
～
一
九
四
五
年
）
の
公

（
１
）

文
書
は
ほ
と
ん
ど
残
さ
れ
て
い
な
い
が
、
「
御
用
新
聞
」
と
も
言
わ
れ
た
『
樺
太
日
日
新
聞
」
は
一
九
一
○
～
一
九
四
二
年
分

が
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
化
さ
れ
て
い
る
の
で
様
ざ
ま
な
情
報
を
提
供
し
て
く
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
決
し
て
豊
富
と
は
い
え
な
い

樺
太
庁
側
の
資
料
の
残
存
状
況
の
中
で
、
樺
太
庁
第
一
部
長
の
職
に
あ
っ
た
中
川
小
十
郎
に
関
係
す
る
立
命
館
百
年
史
編
慕
室

（
ワ
］
）
、

所
蔵
の
中
川
家
文
書
は
、
貴
重
な
情
報
を
含
ん
で
い
る
。

（
３
）

中
川
小
十
郎
（
一
八
六
六
～
一
九
四
四
年
）
は
一
九
○
八
年
七
月
六
日
樺
太
庁
第
一
部
長
に
任
命
さ
れ
、
一
九
二
一
年
九
月

二
日
樺
太
庁
第
一
部
長
を
辞
し
て
、
翌
一
二
日
台
湾
銀
行
副
頭
取
（
後
に
頭
取
）
に
な
っ
た
。
こ
の
四
年
余
り
の
事
績
に
よ

り
、
樺
太
庁
長
官
の
内
申
に
よ
っ
て
一
九
一
二
年
一
○
月
八
日
に
中
川
は
叙
勲
（
勲
四
等
授
旭
日
小
綬
章
）
さ
れ
て
い
る
。
そ

の
理
由
と
し
て
、
漁
政
改
革
、
林
政
創
設
、
慈
恵
院
の
創
立
、
京
都
お
よ
び
樺
太
に
お
け
る
教
育
活
動
の
ほ
か
、
「
土
人
ノ
保
護

一
は
じ
め
に

中
川
小
十
郎
宛
て
葛
西
猛
千
代
書
簡
の

樺
太
ア
イ
ヌ
の
ス
ト
ー
（
ス
キ
ー
）
に
つ
い
て

田
村
将
人
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（
４
）

方
法
ヲ
創
始
」
し
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
同
様
の
表
現
は
、
中
川
が
樺
太
を
去
っ
て
か
ら
一
○
年
後
の
樺
太
の
新
聞
記

事
で
も
見
ら
れ
る
。
「
明
治
四
十
二
年
中
川
小
十
郎
氏
時
代
創
定
の
」
先
住
民
政
策
と
表
現
さ
れ
、
時
の
樺
太
庁
長
官
で
は
な
く
、

（
一
旬
）

そ
れ
に
つ
ぐ
ポ
ス
ト
で
あ
る
第
一
部
長
の
中
川
の
名
前
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
非
常
に
興
味
深
い
．
先
住
民
政
策
の
財
源

と
な
る
「
土
人
漁
場
」
の
創
設
に
中
川
が
ど
の
よ
う
に
関
わ
っ
て
い
る
の
か
は
今
後
の
課
題
で
あ
る
。

さ
て
、
中
川
家
文
書
の
樺
太
関
係
資
料
は
大
き
く
三
つ
に
分
け
ら
れ
る
。
筆
者
の
不
完
全
な
一
度
の
調
査
か
ら
、
ま
た
筆
者

の
関
心
か
ら
説
明
に
偏
り
が
あ
る
こ
と
を
ご
了
解
い
た
だ
き
た
い
。

（
一
）
文
書
資
料
．
約
七
○
点
。
中
川
小
十
郎
が
樺
太
庁
第
一
部
長
在
任
中
の
施
策
に
関
す
る
も
の
が
中
心
だ
が
、
着
任
以
前

の
文
書
も
含
ま
れ
る
。
農
、
林
、
水
産
、
工
、
鉱
業
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
。
ま
た
、
樺
太
庁
を
退
職
し
た
後
の
個
人
的
な

大
泊
埋
立
事
業
の
関
係
書
類
が
半
数
を
占
め
る
。

（
二
）
書
簡
資
料
。
お
も
に
、
葛
西
猛
千
代
か
ら
の
書
簡
で
あ
る
。

（
三
）
写
真
資
料
．
主
に
、
中
川
の
樺
太
庁
在
任
期
間
に
撮
影
さ
れ
た
写
真
だ
と
思
わ
れ
る
。
中
川
の
巡
視
旅
行
中
の
も
の
や
、

他
（
新
聞
記
者
な
ど
）
か
ら
譲
り
受
け
た
も
の
が
大
半
だ
ろ
う
。
建
築
物
の
写
真
が
多
く
、
樺
太
庁
初
期
の
諸
施
設
を
見

る
こ
と
が
で
き
る
．
ま
た
、
積
雪
期
の
写
真
が
多
い
の
も
特
徴
で
、
中
川
が
積
雪
の
な
い
京
都
出
身
で
あ
る
た
め
記
念
に

多
く
持
ち
帰
っ
た
の
だ
ろ
う
か
と
想
像
で
き
る
。

本
稿
で
は
、
筆
者
が
関
心
を
持
っ
て
い
る
サ
ハ
リ
ン
先
住
民
の
樺
太
ア
イ
ヌ
に
関
わ
る
資
料
の
う
ち
、
中
川
の
部
下
で
あ
り
、

ア
イ
ヌ
文
化
に
関
す
る
多
く
の
記
録
を
残
し
た
葛
西
猛
千
代
の
書
簡
を
紹
介
す
る
。
書
簡
で
は
、
樺
太
ア
イ
ヌ
が
使
っ
た
ス
ト
ー

（
ス
キ
ー
）
の
一
九
四
四
年
当
時
の
使
用
状
況
や
機
能
が
挙
げ
ら
れ
て
お
り
興
味
深
い
．
ま
た
、
晩
年
の
中
川
が
ア
ジ
ア
・
太
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葛
西
猛
千
代
（
一
八
七
○
～
一
九
五
一
年
）
は
、
青
森
県
に
生
ま
れ
、
一
九
○
七
年
四
月
弘
前
警
察
署
勤
務
の
警
察
官
か
ら

樺
太
庁
に
移
っ
た
。
そ
の
後
、
一
九
○
八
年
八
月
か
ら
郵
便
局
長
に
な
る
一
九
二
年
八
月
ま
で
先
住
民
政
策
の
担
当
者
（
第

一
部
庶
務
課
）
だ
っ
た
こ
と
か
ら
、
樺
太
ア
イ
ヌ
、
ウ
イ
ル
タ
、
ニ
ヴ
フ
な
ど
サ
ハ
リ
ン
先
住
民
の
生
活
習
慣
を
広
く
知
る
こ

と
ん
な
い

と
に
な
っ
た
。
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
戦
争
後
の
引
揚
げ
ま
で
、
富
内
（
現
オ
ホ
ー
ッ
コ
エ
）
、
豊
原
（
現
ユ
ジ
ノ
サ
ハ
リ
ン
ス
ク
）

（
６
）

な
ど
に
居
住
し
、
青
森
県
深
浦
町
に
て
死
去
し
た
．

（
７
）

葛
西
に
は
、
『
樺
太
ア
イ
ヌ
の
民
俗
』
（
樺
太
庁
博
物
館
叢
書
九
、
一
九
四
三
年
）
、
『
樺
太
土
人
研
究
資
料
』
（
一
九
二
八
年
、

一
九
七
五
年
復
刻
．
い
ず
れ
も
私
家
版
）
な
ど
の
著
書
が
あ
り
、
『
樺
太
日
日
新
聞
』
の
署
名
記
事
や
雑
誌
『
樺
太
』
の
投
稿
論

文
な
ど
数
多
く
存
在
す
る
。
な
か
で
も
、
新
聞
に
連
載
さ
れ
た
「
中
川
小
十
郎
氏
巡
視
随
行
記
」
（
『
樺
太
日
日
新
聞
』
一
九
三

（
８
）

一
年
一
～
三
月
）
は
立
命
館
大
学
図
書
館
に
コ
ピ
ー
が
所
蔵
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
、
中
川
に
よ
っ
て
『
立
命
館
学
誌
』
に
引
用
、

再
録
さ
れ
て
い
る
。
樺
太
庁
初
期
の
先
住
民
政
策
に
役
人
と
し
て
関
わ
っ
て
い
た
葛
西
の
記
録
は
高
い
資
料
価
値
を
持
っ
て
い

平
洋
戦
争
末
期
に
震
な
ぜ
こ
の
ス
ト
ー
に
関
心
を
寄
せ
て
い
た
の
か
そ
の
一
端
に
迫
り
た
い
。

さ
て
筆
者
が
確
認
し
た
限
り
●
葛
西
か
ら
の
書
簡
は
五
通
あ
重
う
ち
一
通
は
一
九
四
三
年
二
月
二
八
日
付
け
（
中
川
家

文
書
整
理
番
号
恥
○
四
一
五
、
以
下
同
じ
）
で
、
中
川
が
大
泊
（
現
コ
ル
サ
コ
フ
）
に
あ
る
私
有
地
の
相
場
の
調
査
を
葛
西
に

ス
‐

C

二
．
中
川
小
十
郎
宛
て
葛
西
猛
千
代
書
簡
か
ら
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依
頼
し
て
い
た
件
の
報
告
。
ま
た
、
一
九
四
五
年
四
月
二
七
日
（
恥
○
五
七
一
）
の
中
川
好
栄
宛
て
の
書
簡
は
、
中
脹
の
死
後
誉

葛
西
の
体
調
の
問
題
や
、
旅
行
制
限
に
よ
っ
て
青
森
以
南
の
切
符
が
入
手
で
き
な
い
な
ど
の
理
由
で
、
京
都
に
行
け
な
い
で
い

る
こ
と
を
詫
び
る
内
容
で
あ
る
．
こ
れ
ら
二
通
は
、
本
稿
の
意
図
か
ら
外
れ
る
の
で
省
略
す
る
。

ど
う
や
ら
中
脈
が
葛
西
に
ス
ト
ー
の
詳
細
な
調
査
を
依
頼
し
た
よ
う
で
あ
る
霊
葛
西
の
返
答
は
次
の
と
お
り
．
ア
イ
ヌ
お

よ
び
ロ
シ
ア
人
で
ス
ト
ー
を
使
用
し
て
い
る
者
を
一
四
五
年
前
か
ら
目
撃
し
て
い
な
い
こ
と
。
そ
の
理
由
と
し
て
、
山
火
事
、

木
の
虫
害
林
木
の
売
り
払
い
で
、
森
林
は
荒
漠
た
る
草
原
と
化
し
た
た
め
、
鳥
獣
も
減
少
し
て
狩
猟
に
従
事
す
る
者
も
い
な

（
ご
書
簡
恥
○
四
七
一
〈
一
九
四
四
年
四
月
五
日
付
け
〉

葛
西
猛
千
代
（
樺
太
豊
原
市
東
三
条
南
十
丁
目
）
↓
中
川
小
十
郎
（
京
都
市
塔
ノ
段
桜
木
町
四
○
二
）
。

書
簡
の
本
文
に
は
月
日
し
か
記
入
さ
れ
て
お
ら
ず
、
年
は
判
然
と
し
な
い
が
消
印
か
ら
推
測
し
た
。
ま
た
、
次
に
紹
介
す
る

書
簡
（
恥
○
二
六
六
、
○
二
六
七
）
よ
り
先
行
す
る
と
考
え
ら
れ
る
．
な
お
、
一
九
四
四
年
四
月
一
日
か
ら
一
九
四
五
年
三
月

三
一
日
の
一
年
間
は
第
一
種
郵
便
（
書
状
）
の
料
金
が
七
銭
で
、
こ
の
資
料
の
封
筒
に
貼
付
さ
れ
た
切
手
の
額
面
が
七
銭
で
あ

る
こ
と
も
年
を
確
定
す
る
材
料
と
な
っ
た
．
中
川
の
晩
年
で
あ
る
．

内
容
は
、
中
川
か
ら
依
頼
が
あ
っ
た
博
物
館
叢
書
第
一
～
九
輯
（
樺
太
庁
博
物
館
刊
行
）
を
別
便
で
送
っ
た
と
い
う
件
．
ま

た
、
「
ア
イ
ヌ
の
ス
ト
ー
」
に
関
す
る
回
答
は
少
し
待
っ
て
ほ
し
い
と
書
か
れ
て
い
る
．
な
お
、
ス
ト
ー
と
は
、
樺
太
ア
イ
ヌ
が

使
用
し
た
ス
キ
ー
の
こ
と
で
、
下
り
に
は
滑
る
よ
う
に
、
上
り
に
は
ブ
レ
ー
キ
に
な
る
よ
う
に
一
黒
に
ア
ザ
ラ
シ
の
毛
皮
を
張
っ

た
、
も
の
で
あ
る
。

”
一
湯
フ
や
、
二
ｂ
、
↑
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く
な
っ
た
こ
と
。
ま
た
交
通
事
情
の
変
化
に
よ
（
一
て
馬
懐
が
発
達
し
た
た
め
ス
キ
ー
を
使
わ
な
く
な
（
一
た
こ
と
を
挙
げ
て

い
る
。
「
ア
イ
ヌ
は
全
部
犬
を
撲
殺
し
て
犬
懐
を
廃
し
て
馬
権
を
使
用
」
し
て
い
る
と
も
書
い
て
い
る
。
た
だ
、
日
ソ
国
境
付
近

の
先
住
民
（
ウ
イ
ル
タ
や
ニ
ヴ
フ
）
が
住
む
敷
香
管
内
で
は
今
な
お
犬
棲
、
ト
ナ
カ
イ
懐
を
使
用
し
て
い
る
よ
う
だ
か
ら
、
調

べ
る
た
め
に
少
し
待
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
内
容
で
あ
る
。

榛
を
曳
く
イ
ヌ
を
飼
育
す
る
こ
と
は
、
大
量
の
魚
を
必
要
と
す
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
食
料
の
確
保
が
容
易
で
は
な
く
権
用
の

イ
ヌ
飼
育
を
廃
す
る
べ
き
だ
と
い
う
意
見
は
存
在
し
て
い
た
。
一
九
四
○
年
代
の
樺
太
ア
イ
ヌ
が
犬
棲
を
全
廃
し
た
か
ど
う
か

は
今
後
の
課
題
で
あ
る
。
な
お
、
樺
太
ア
イ
ヌ
と
は
異
な
り
、
北
海
道
ア
イ
ヌ
は
ス
キ
ー
と
犬
榛
の
技
術
を
持
た
な
か
っ
た
と

い
う
地
方
差
が
あ
る
こ
と
を
付
記
す
る
。

（
二
）
書
簡
恥
○
二
六
六
〈
一
九
四
四
年
七
月
一
五
日
付
け
〉

葛
西
猛
千
代
（
樺
太
豊
原
市
東
三
南
一
○
）
↓
中
川
小
十
郎
（
京
都
市
塔
ノ
段
桜
木
町
四
○
三
。

樺
太
庁
博
物
館
で
調
査
を
お
こ
な
っ
た
が
、
博
物
館
主
任
浅
野
昇
七
郎
氏
も
不
在
で
、
中
川
「
先
生
よ
り
同
館
に
御
納
め
に

（
９
）

な
っ
た
ス
ト
Ｉ
は
不
明
」
だ
と
書
か
れ
て
あ
る
。
中
川
が
ス
ト
ー
を
寄
贈
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
ら
し
い
。
し
か
し
、
他
の
ス
ト
ー

が
所
蔵
さ
れ
て
い
た
た
め
、
そ
の
略
図
が
別
紙
で
添
付
さ
れ
て
い
る
（
写
真
参
照
）
。
ま
た
、
恥
○
四
七
一
で
も
述
べ
た
よ
う
に
、

も
は
や
ス
ト
ー
を
使
う
者
は
な
く
、
「
露
人
及
ア
イ
ヌ
は
冬
期
日
本
人
と
同
様
深
ゴ
ム
靴
を
使
用
」
し
て
い
る
と
い
う
。
夏
は
汽

車
や
自
動
車
、
冬
は
郵
便
お
よ
び
旅
客
の
馬
棲
が
使
わ
れ
る
と
い
う
交
通
事
情
の
変
化
を
説
明
す
る
た
め
に
、
葛
西
は
手
書
き

で
樺
太
の
鉄
道
、
自
動
車
道
路
の
略
図
ま
で
付
け
て
い
る
。
樺
太
を
去
っ
て
か
ら
三
二
年
経
っ
て
い
た
中
川
に
現
況
を
伝
え
る
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さ
て
、
中
川
は
な
ぜ
こ
の
よ
う
な
調
査
を
葛
西
に
依
頼
し
た
の
だ
ろ
う
か
．
そ
の
ヒ
ン
ト
と
し
て
、
書
簡
に
次
の
よ
う
な
部

分
が
あ
る
。
「
又
現
在
の
ス
キ
ー
と
ア
イ
ヌ
の
ス
ト
ー
と
何
れ
か
軍
事
行
動
上
便
利
か
意
見
を
聞
く
た
め
十
三
日
司
令
部
に
中
佐

勝
村
一
氏
を
訪
問
」
し
た
が
、
あ
い
に
く
国
境
方
面
に
出
張
中
で
留
守
だ
っ
た
。
勝
村
は
一
九
○
八
年
頃
に
二
、
三
年
ほ
ど

樺
太
で
従
軍
し
て
お
り
、
再
び
召
集
さ
れ
た
人
で
、
ア
イ
ヌ
の
ス
ト
ー
の
体
験
も
あ
る
の
で
意
見
を
求
め
る
に
は
適
任
だ
と
あ

り
、
詳
細
は
ま
た
改
め
て
報
告
す
る
と
あ
る
。

た
め
で
あ
ろ
う
か
あ
る
い
は
中
脈
の
ス
ト
ー
調
査
の
こ
だ
わ
り
を
物
語
（
一
て
い
る
の
だ
ろ
う
左

ま
た
、
次
に
引
用
す
る
よ
う
に
、
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
戦
争
末
期
の
樺
太
で
海
獣
皮
の
捕
獲
・
販
売
の
統
制
が
あ
っ
た
こ
と
も

分
か
り
興
味
深
い
。
引
用
に
際
し
て
、
旧
字
は
新
字
に
変
え
た
が
、
濁
点
、
句
読
点
の
有
無
は
原
文
の
ま
ま
と
し
た
。

（
三
）
書
簡
恥
○
二
六
七
〈
一
九
四
四
年
七
月
二
三
日
付
け
〉

葛
西
猛
千
代
（
樺
太
豊
原
市
東
三
南
一
○
）
‐
↓
中
川
小
十
郎
（
京
都
市
塔
ノ
段
桜
木
町
四
○
三
。

内
容
か
ら
、
恥
○
二
六
六
の
追
伸
に
な
る
。
前
信
で
は
留
守
で
タ
イ
ミ
ン
グ
が
合
わ
な
か
っ
た
と
い
う
中
佐
の
勝
村
に
意
見

「
獣
皮
類
の
騰
貴
は
全
く
驚
く
の
外
無
之
候
海
豹
で
さ
へ
畳
一
枚
位
の
も
の
は
明
治
、
大
正
時
代
は
三
円
五
十
銭
乃
至
五
円
位
に
購
入
出
来
候

得
共
戦
争
勃
発
以
来
は
六
七
十
円
で
も
容
易
に
購
入
出
来
す
候
肉
、
脂
肪
付
の
侭
な
れ
ば
一
頭
百
二
十
円
位
に
な
る
と
の
事
に
候

（
Ⅲ
）

又
海
獣
興
業
会
社
な
る
も
の
組
織
せ
ら
れ
会
社
以
外
に
個
人
は
海
獣
を
捕
猶
す
る
事
を
禁
止
せ
ら
れ
候
」
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が
聞
け
た
の
だ
と
い
う
．
さ
ら
に
「
樺
太
ス
キ
ー
界
に
於
て
指
導
の
任
に
あ
る
」
大
泊
の
目
黒
乙
治
郎
と
い
う
人
物
に
も
ス

ト
ー
と
ス
キ
ー
の
差
異
を
「
聴
取
」
し
た
結
果
が
ま
と
め
て
報
告
さ
れ
て
い
る
の
で
、
そ
の
部
分
を
次
に
引
用
す
る
。
体
験
に

基
づ
く
両
者
の
比
較
は
現
在
使
わ
れ
る
こ
と
が
な
く
な
っ
た
ス
ト
ー
の
機
能
を
知
る
上
で
大
変
参
考
に
な
る
．

な
お
、
前
信
ま
で
「
ス
ト
ー
」
と
表
記
さ
れ
て
い
た
語
が
、
本
信
で
は
「
ス
ト
ウ
」
と
な
っ
て
い
る
が
、
ア
イ
ヌ
語
樺
太
方

一
戸
具
○
○
（
農
○
○
の
可
能
性
も
あ
る
）
の
長
く
聞
こ
え
る
二
音
節
目
の
カ
タ
カ
ナ
表
記
が
一
定
し
て
い
な
い
だ
け
で
、
単
語
は
同

一
の
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
ア
イ
ヌ
、
ス
ト
ウ
、
ス
キ
ー
の
三
語
の
終
わ
り
に
の
み
、
外
来
語
を
表
す
意
味
な
の
か
、
〃
」
〃

が
付
さ
れ
て
い
る
が
（
例
韮
ス
ト
ウ
」
も
ス
キ
ー
」
も
）
、
本
稿
で
は
省
略
し
た
．

ア
イ
ヌ
の
ス
ト
ウ
と
ス
キ
ー
の
差
異

（
一
）
ス
ト
ウ
は
ス
キ
ー
よ
り
約
二
倍
の
広
さ
て
重
量
は
ス
ト
ウ
の
方
は
少
し
重
い
方
て
あ
る
。

又
杖
は
ス
ト
ウ
は
一
本
で
あ
る
が
ス
キ
ー
は
二
本
を
使
用
す
。

（
二
）
ス
ト
ウ
も
ス
キ
ー
も
同
じ
く
裏
に
海
豹
の
皮
を
張
っ
た
も
の
を
履
い
て
比
較
研
究
す
る
に
ス
ト
ウ
の
方
は
山
に
登
る
時
は
ス
キ
ー
に
比

し
足
に
力
が
入
っ
て
速
度
は
割
合
に
遅
ひ
。〔

↓
も
↓
、
〕

（
三
）
併
し
急
斜
面
を
下
る
と
き
は
ス
ト
ー
も
ス
キ
ー
も
速
度
に
異
り
は
な
い
け
れ
と
も
緩
斜
面
な
れ
ば
ス
ト
ウ
の
方
は
ス
キ
ー
よ
り
遅
い
。

（
四
）
ス
キ
ー
は
急
止
す
る
こ
と
は
出
来
る
け
れ
ど
も
ス
ト
ウ
は
急
に
止
め
る
事
は
容
易
で
な
い
。

〔
一
ｑ
『
ｑ
〕

（
五
）
ス
キ
ー
に
ワ
ッ
ク
ス
を
塗
る
の
は
中
ノ
、
手
数
で
あ
る
。

又
雪
の
質
に
因
っ
て
ワ
ッ
ク
ス
に
も
種
類
は
あ
る
。
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中
川
と
葛
西
の
間
で
は
サ
ハ
リ
ン
島
在
住
の
ロ
シ
ア
人
と
樺
太
ア
イ
ヌ
が
同
一
の
形
態
の
ス
キ
ー
を
使
っ
て
い
た
と
い
う

（
Ⅲ
）

前
提
が
あ
っ
た
が
、
和
人
も
そ
れ
を
利
用
す
る
こ
と
が
あ
っ
た
よ
う
だ
。
さ
て
、
一
九
一
二
年
の
新
聞
記
事
に
、
中
川
が
ロ
シ

ろ
す
け

ア
人
の
使
っ
て
い
る
も
の
を
見
て
そ
の
有
益
さ
を
知
っ
た
経
緯
が
あ
る
．
な
お
、
「
露
助
」
は
ロ
シ
ア
人
の
蔑
称
、
「
寒
敷
」
は

か
ん
じ
き
の
当
て
字
。

三
中
脳
小
寺
郎
と
ス
女
；
Ｉ
（
ス
ト
ー
）

▼
本
島
寒
敷
沿
革

〔
前
略
〕
然
る
所
現
任
中
川
第
一
部
長
は
去
る
四
十
二
年
の
冬
所
要
を
以
て
並
川
村
（
な
り
し
と
党
ゆ
る
）
方
面
へ
出
張
せ
ら
れ
た
時
、
同
村

の
原
野
に
於
て
露
人
が
此
具
を
用
ふ
る
を
見
て
、
早
く
も
其
適
実
の
具
な
る
を
悟
り
、
一
具
を
需
め
帰
ら
れ
た
、
之
れ
が
抑
々
樺
太
嶋
技
と
し

て
ス
キ
ー
の
盛
ん
に
研
究
せ
ら
る
‐
鼻
に
至
っ
た
濫
傷
と
も
見
得
る
で
あ
ら
う
、
何
を
見
て
も
研
究
的
態
度
に
出
ら
る
出
一
部
長
は
、
携
へ
帰
つ

〔
マ
マ
〕

た
件
の
露
助
寒
敷
を
諸
種
の
方
面
よ
り
研
究
し
た
、
第
一
使
用
法
、
第
二
身
長
と
長
さ
の
関
係
、
第
三
樹
質
と
云
ふ
風
に
…
〔
中
略
。
翌
年
一

月
の
吹
雪
の
と
き
〕
一
部
長
は
此
日
多
日
の
練
磨
に
な
る
例
の
露
助
カ
ン
ジ
キ
を
穿
い
て
、
得
々
と
し
て
定
時
に
出
勤
し
、
衆
人
の
目
を
張
ら

（
六
）
併
し
海
豹
の
皮
を
張
れ
は
其
手
数
は
な
い
け
れ
と
も
ザ
ラ
ノ
く
、
雪
で
は
直
ぐ
毛
皮
は
摺
り
切
る
坐
慮
は
あ
る
。

（
七
）
兎
に
角
ス
ト
ウ
は
ス
キ
ー
に
比
し
上
り
下
り
は
遅
い
。

以
上
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中
脈
は
ス
キ
ー
を
軍
事
に
利
用
で
き
な
い
か
考
え
て
い
た
の
だ
。

葛
西
の
書
簡
と
、
こ
れ
ら
の
新
聞
記
事
を
あ
わ
せ
て
考
え
る
と
、
雪
の
な
い
京
都
に
生
ま
れ
た
中
川
が
積
雪
地
の
樺
太
で
便

利
な
道
具
に
出
会
い
、
ス
キ
ー
の
大
会
を
開
き
、
和
人
社
会
に
広
め
る
き
っ
か
け
を
作
っ
た
と
も
い
え
る
。
し
か
し
、
先
住
民

が
す
で
に
利
用
し
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
（
前
提
無
し
に
多
数
者
・
和
人
の
）
誰
が
い
つ
ス
キ
ー
を
は
じ
め
た
か
を
論
じ
る

こ
と
は
、
コ
ロ
ン
ブ
ス
の
ア
メ
リ
カ
大
陸
「
発
見
」
や
間
宮
林
蔵
の
海
峡
「
発
見
」
と
同
じ
よ
う
な
議
論
に
な
る
の
で
与
し
な

い
が
、
少
な
く
と
も
日
本
帝
国
陸
軍
が
先
住
民
（
あ
る
い
は
ロ
シ
ア
人
）
の
技
術
を
参
考
に
し
た
可
能
性
の
あ
る
こ
と
を
指
摘

し
お
く
．
（
一
九
一
○
年
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
レ
ル
ヒ
少
佐
が
陸
軍
に
ス
キ
ー
技
術
を
導
入
し
て
い
る
。
）

ア
ジ
ア
・
太
平
洋
戦
争
末
期
、
サ
ハ
リ
ン
島
の
日
ソ
国
境
付
近
に
住
む
先
住
民
（
ニ
ヴ
フ
や
ウ
イ
ル
タ
）
を
利
用
し
て
対
ソ

諜
報
活
動
が
行
わ
れ
、
犬
儀
や
ト
ナ
カ
イ
権
の
軍
事
利
用
に
つ
い
て
の
研
究
や
訓
練
も
お
こ
な
わ
れ
て
い
た
。
そ
し
て
、
ニ
ヴ

せ
た
（
「
島
技
大
運
動
会
／
壮
快
無
比
↓
／
寒
敷
競
走
」
『
樺
太
日
日
新
聞
」
一
九
一
二
年
二
月
二
日
付
け
）

ま
た
、
一
九
二
年
中
川
が
陸
軍
の
札
幌
の
歩
兵
第
二
五
連
隊
と
金
沢
の
第
九
師
団
に
ス
ト
ー
を
送
っ
た
と
い
う
記
事
が
あ
る
．

頃
日
瓶
幌
よ
り
帰
豊
せ
し
八
の
実
話
を
聞
く
に
現
に
月
寒
連
隊
に
て
は
先
年
本
庁
の
中
鵬
第
一
部
長
よ
り
竹
内
連
隊
長
に
贈
呈
せ
ら
れ
し
二
台

の
ス
キ
ー
（
こ
れ
は
別
製
に
て
裏
底
に
海
豹
の
革
の
張
り
詰
め
た
る
も
の
）
を
標
本
と
し
て
数
多
製
作
し
兵
士
を
し
て
練
習
せ
し
め
つ
シ
あ
る

よ
し
に
て
近
頃
皆
上
達
せ
し
と
又
同
時
に
一
部
長
よ
り
金
沢
の
九
師
団
軍
医
部
へ
贈
ら
れ
し
も
目
下
同
所
に
於
て
専
ら
研
究
せ
ら
れ
あ
り
と
（
「
天

地
玄
黄
」
『
樺
太
日
日
新
聞
」
一
九
一
二
年
二
月
二
七
日
付
け
）
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フ
や
ウ
イ
ル
タ
が
日
本
国
籍
を
持
た
な
い
非
正
規
の
「
徴
用
」
だ
っ
た
こ
と
か
ら
戦
後
補
償
も
受
け
ら
れ
ず
、
日
ソ
間
で
親
族

が
分
断
さ
れ
、
民
族
差
別
に
苦
し
ん
で
き
た
こ
と
を
考
え
る
と
、
や
は
り
国
家
は
先
住
民
の
技
術
な
ど
都
合
の
良
い
部
分
だ
け

を
利
用
し
た
と
い
え
る
．
ま
た
、
戦
後
、
サ
ハ
リ
ン
先
住
民
で
あ
る
樺
太
ア
イ
ヌ
が
〈
故
地
〉
を
捨
て
、
和
人
の
引
揚
げ
と
と

も
に
北
海
道
へ
移
住
し
て
し
ま
っ
た
こ
と
は
、
樺
太
庁
の
先
住
民
政
策
が
大
き
く
影
響
し
て
い
る
。
そ
の
政
策
の
基
礎
を
つ
く
っ

た
の
が
中
川
小
十
郎
で
あ
る
な
ら
ば
、
そ
の
事
績
は
植
民
地
主
義
批
判
の
目
を
も
っ
て
検
討
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。

筆
者
は
中
川
家
文
書
の
樺
太
関
係
資
料
す
ら
全
て
を
調
査
で
き
た
わ
け
で
は
な
い
の
で
何
か
を
言
え
る
段
階
に
は
な
い

が
、
中
川
の
第
一
部
長
在
任
期
間
、
す
な
わ
ち
樺
太
庁
の
創
立
期
の
施
策
を
検
討
す
る
に
は
見
て
お
く
べ
き
資
料
が
含
ま
れ
て

い
る
と
い
う
こ
と
だ
け
は
言
え
る
．
樺
太
庁
が
主
な
税
収
と
し
て
期
待
し
た
、
漁
業
、
林
業
の
ほ
か
、
木
材
の
乾
溜
な
ど
の
工

業
や
、
長
官
の
統
治
方
針
お
よ
び
訓
示
な
ど
内
容
は
多
岐
に
わ
た
る
が
、
残
念
な
が
ら
断
片
的
で
あ
る
。
樺
太
庁
の
罫
紙
に
書

か
れ
た
も
の
が
多
く
、
「
復
命
書
」
や
「
供
覧
」
に
中
川
よ
り
下
の
役
職
の
者
の
印
が
押
さ
れ
て
い
る
も
の
も
あ
り
、
中
川
の
と

こ
ろ
で
文
書
の
回
覧
が
止
ま
り
、
個
人
的
に
持
ち
帰
っ
た
と
い
う
こ
と
が
う
か
が
え
る
．
つ
ま
り
、
こ
れ
ら
の
文
書
が
公
的
に

保
管
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
が
、
下
書
き
だ
っ
た
に
せ
よ
経
過
を
知
れ
る
資
料
と
い
う
位
置
づ
け
を
与
え
る
こ

と
も
で
き
る
。
ま
た
、
北
海
道
と
樺
太
を
比
較
す
る
資
料
が
い
く
つ
か
あ
り
、
樺
太
と
同
じ
亜
寒
帯
の
植
民
地
と
し
て
の
北
海

道
が
、
樺
太
の
統
治
上
参
考
と
さ
れ
て
い
た
こ
と
も
植
民
地
史
的
に
再
認
識
で
き
る
．
一
方
で
、
た
び
た
び
提
起
さ
れ
た
北
海

四
お
わ
り
に
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道
樺
太
合
併
論
へ
の
反
論
も
ま
と
め
ら
れ
て
お
り
興
味
深
い
。
今
後
、
中
川
家
文
書
を
使
用
し
た
植
民
地
史
と
し
て
の
樺
太
研

究
が
増
え
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

注
仙
鈴
江
英
一
「
樺
太
庁
文
書
」
『
日
本
古
文
書
学
講
座
』
第
九
巻
（
近
代
編
二
、
雄
山
閣
、
一
九
七
九
年
、
二
四
七
～
二
四
九
頁
。
井
澗
裕
「
資
料

サ
ハ
リ
ン
州
公
文
書
館
の
日
本
語
文
書
」
『
ア
ジ
ア
経
済
」
四
四
七
）
、
二
○
○
三
年
、
五
九
～
七
五
頁
。

②
西
岡
成
幸
「
史
料
紹
介
中
川
家
文
書
」
『
立
命
館
百
年
史
紀
要
」
第
二
号
、
一
九
九
四
年
、
二
六
五
～
二
七
七
頁
。

③
立
命
館
大
学
の
創
立
者
で
あ
る
中
川
の
経
歴
に
関
し
て
は
、
『
立
命
館
百
年
史
通
史
二
（
立
命
館
百
年
史
編
纂
委
員
会
、
一
九
九
九
年
）
の

ほ
か
、
『
立
命
館
・
中
川
小
十
郎
研
究
会
会
報
』
、
『
立
命
館
百
年
史
紀
要
」
に
掲
載
さ
れ
た
松
本
岐
、
岩
井
忠
熊
両
氏
の
論
文
を
参
考
に
し
た
。
松

本
鮫
「
中
川
小
十
郎
先
生
の
経
歴
帝
国
大
学
卒
業
後
の
生
涯
」
「
立
命
館
・
中
川
小
十
郎
研
究
会
会
報
」
第
二
号
、
一
九
八
五
年
、
一
～
五
五

頁
。
松
本
肢
「
学
園
創
立
者
中
川
小
十
郎
の
事
績
抄
ｌ
中
川
小
十
郎
先
生
五
十
回
忌
（
一
九
九
三
年
十
月
を
迎
え
て
）
ｌ
」
「
立
命
館
百
年
史
紀
要
』

末
筆
な
が
ら
、
中
川
家
文
書
を
所
蔵
す
る
立
命
館
百
年
史
編
慕
室
、
立
命
館
大
学
図
書
館
の
方
が
た
に
は
大
変
お
世
話
に
な

り
ま
し
た
．
ま
た
、
池
田
裕
子
氏
（
稚
内
北
星
大
学
）
に
も
心
よ
り
謝
意
を
表
し
ま
す
．
な
お
、
中
川
家
文
書
の
資
料
調
査
は
、

所
属
す
る
北
海
道
開
拓
記
念
館
の
北
方
文
化
共
同
研
究
事
業
第
四
次
学
術
文
化
交
流
事
業
「
北
方
の
資
源
を
め
ぐ
る
先
住
者
と

移
住
者
の
近
現
代
史
」
の
一
環
と
し
て
お
こ
な
い
ま
し
た
。

（
北
海
道
開
拓
記
念
館
学
芸
巨
邑
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凶
総
理
府
賞
勲
局
編
一
・
特
厭
叙
勲
類
纂
（
生
存
者
匡
上
、
一
九
八
一
年
、
六
六
二
～
六
六
三
頁
》

⑤
「
士
人
保
護
法
」
『
サ
ガ
レ
ン
新
聞
』
二
九
一
三
年
二
月
九
日
付
け
）
。
田
村
将
人
弓
サ
ガ
レ
ン
新
聞
三
一
九
一
二
’
一
九
二
四
年
）
掲
載
ア
イ

ヌ
関
係
記
事
》
目
録
と
紹
介
」
『
北
海
道
開
拓
記
念
館
調
査
報
告
』
第
四
六
号
、
二
○
○
七
年
、
一
七
九
～
一
八
八
頁
。
な
お
、
樺
太
庁
の
先
住
民

政
策
に
関
し
て
は
創
設
の
経
緯
や
実
態
な
ど
不
明
点
が
多
い
。

⑥
藤
村
久
和
「
葛
西
猛
千
代
」
『
北
海
道
大
百
科
事
典
」
北
海
道
新
聞
社
、
三
八
五
～
三
八
六
頁
。

例
一
九
七
五
年
に
は
み
や
ま
書
房
よ
り
復
刻
さ
れ
、
さ
ら
に
、
菊
池
俊
彦
編
（
谷
川
健
一
責
任
編
集
、
日
本
民
俗
文
化
資
料
集
成
二
三
）
『
北
の
民

俗
誌
ｌ
サ
ハ
リ
ン
・
千
島
の
民
族
ｌ
』
（
三
一
書
房
、
一
九
九
七
年
）
に
収
録
さ
れ
た
。

⑧
中
川
小
十
郎
「
我
輩
の
簡
易
生
活
」
『
立
命
館
学
誌
』
第
一
四
四
一
四
六
～
一
四
九
号
、
一
九
三
一
～
一
九
三
二
年
。
葛
西
の
連
載
記
事
を
つ

な
げ
て
、
五
回
に
分
け
て
転
載
。

旧
中
川
の
文
章
に
も
そ
の
こ
と
が
見
え
る
。
一
我
輩
の
簡
易
生
活
（
続
）
一
六
我
輩
は
ス
キ
ー
の
元
祖
だ
」
一
立
命
館
学
誌
」
第
一
四
○
号

立
命
館
大
学
、
一
九
三
一
年
、
六
頁
。

⑩
一
九
四
一
年
に
国
策
で
設
立
さ
れ
た
樺
太
開
発
株
式
会
社
が
、
別
会
社
と
し
て
置
い
た
樺
太
海
獣
興
業
株
式
会
社
。
一
九
四
四
年
九
月
に
は
樺

太
開
発
株
式
会
社
が
吸
収
し
た
。
お
も
に
海
獣
皮
は
航
空
兵
用
な
ど
軍
用
に
供
さ
れ
た
。
「
樺
太
沿
革
・
行
政
史
』
全
国
樺
太
連
盟
一
九
七
八
年
、

(賎
第
二
号
一
九
九
四
年
三
一
九
～
二
六
四
頁
《
岩
井
忠
熊
一
中
雌
小
十
郎
覚
書
」
一
立
命
館
百
年
史
紀
要
」
第
八
号
二
○
○
○
年
一
～
一
四
頁
↓
》

ほ
か
。

九
○
六
頁
。

樺
太
の
ス
ト
ー
あ
る
い
は
↓
〈
キ
ー
に
関
す
る
資
料
に
（
｜
い
て
次
の
書
を
参
考
に
し
た
一
杉
村
孝
雄
「
樺
太
↓
遠
景
と
近
景
」
私
家
版
一
九
九
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五
年


